
  

 

 

 

 

 22 日は、子どもたちがお話ごっこをしている姿を見ていただく「ありまっこステージ Part２」で

す。年少組では、一人ひとり思いのままに、自分なりに表現する楽しさを味わうことを大切にしてい

ます。日頃は、好きな遊びの中で「自分のなりたいもの」になりきって遊ぶことを楽しんでいますが、

22 日にお見せする「お話ごっこ」も、年中･年長のように事前に役を決めて練習するのでなく、みん

なで一緒にする遊びの一つとして、楽しみながら取り組んできました。 

「おおきなかぶ」のように、楽しい言葉の繰り返しが出てくるがお話が大好きなりす組。 

今回の「てぶくろ」のお話では、簡単なやりとりをりす組バージョンにしてお送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りす組だより 
令和６年２月２０日   

中央区立有馬幼稚園 

りす組担任 
★お話ごっこ 特別号★ 

 

 

【あらすじ】 

寒い寒い冬のことです。山のふもとの広場に「てぶくろ」が片方落ちてい

ました。 

そこに寒い山の上から動物が下りてきました。そして、雪の原っぱを歩い

ていると、「てぶくろ」を見つけます。中に入ってみるとあたたかくて思わ

ず「あったか～い！」と嬉しそうに声をあげました。 

次に来た動物も「てぶくろ」を見つけて「入れて～！」てぶくろの中の動

物は「いいよ！」 

動物たちが次々と入り、あたたかい「てぶくろ」の中は動物たちでいっぱ

いになりました。 

動物達は春が来るまで… 

お話ごっこにむけて 

恐竜になりきって「ガオー」 

美容師さんになったよ 

お花屋さんになって 
「いらっしゃいませ」 

好きな遊びの中でこんな風になりきってあそんでいました 

コックさん 

お医者さん♡熱を計ります 

新体操でリボンダンス 

「おおきなかぶ」ごっこ 

ピザ職人 

この絵本をアレンジしました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年少組の子どもたちは「ありまっこステージ」当日「劇を発表しに行く」のではなく「みん

なで一緒に遊びに行く」つもりです。当日も普段通り、事前に役を決めるということはせず、そ

の日になりたい動物を選びます。動物ごとに人数の偏りがあるかもしれませんが、この「自由感」

があるからこそ、子どもたちが伸び伸びと表現できる姿につながっている、とご理解いただけた

らと思います♬お子さんが何の動物になるのかは、当日をお楽しみに♪ 

また、大勢の方がいらっしゃる前で、当日は普段と違う姿も見られるかもしれませんが、温か

く見守っていただき、盛大な拍手をいただけたらと思います。 

 

♡よろしくお願いいたします♡ 

 

 指絵の具で手形をスタンプ
して遊びました 

 いっぱい降らせよう！ 

 何になるの 
かな？ 

そして劇ごっこに向けて 

動物のお面の目をシールで
貼ってそこに目を描いたり、
鼻や口を描いたりして作り
ました。 

動物のお面を作って、玄関ホー
ルに動物パークを作って遊んだ
よ！ 

 
ガオー！ 

 
うさぎジャンプ☆ 

雪の降った後… 
山にも雪を降らせようと始まりました。 

 オオカミの鼻って… 

 かっこいいトラにしよう！

う！ 

 動物って 4 本足で歩くよね！ 

りす組の子ども達の好きな活動をしながら劇ごっこに向けて

色々な遊びを楽しみました。 


